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ニュース

第6回研究発表会 講演要旨

南方音源利用技術研究会誌

石垣島の磁器原料とその利用開発

沖縄県工業試験場 ○与座範弘,花城可美,

宜野座俊夫,照屋善義

[はじめに] 石垣島では昭和50年頃に陶器製造業が復活し,3業者が設立された.その後,観光

客の増加も相まって需要が増加するなど,地場産業の1つとして期待されるようになり,現在では

8業者に増えている.

また,石垣島は地質的に花樹宕頬を腫たいし,特徴ある窯業原料が賦存していることがわかってい

る.中でも大嵩セリサイト,大高-ロイサイト,川平長石は鉄分･チタン分が比較的多いものの,

磁器原料として利用開発する必要があった.本報では,これら原料の基礎性状と磁器原料としての

利用開発について報告する.

〔方 法] 大嵩セリサイト,大高-ロイサイト,及び川平長石はボールミルで24時間粉砕し,

乾燥後に供試料とした,試料の基礎性状として化学組成,尉火度,鉱物組成,粒度組成などを測定

した.配合素地は,大嵩セリサイト60%,大高ハロイサイト20%,川平長石20%に土岐口蛙目粘土

20% (外割添加)の組成とした.鋳込性状試験では配合素地に対し,水分及び解豚剤として水ガラ

スを添加し,それらの最適添加量を求めた.その後,各種試験体を鋳込成形し,配合素地の生性状

及び焼成性状等について試験した.

[結 果] 大嵩セリサイト,大嵩-ロイサイト,及び川平長石は,他産地における磁器原料と

比較して鉄分とチタン分がやや多いものの,磁器原料として充分使用可能である.配合素地の鋳込

泥の最適な水分および水ガラスの添加量はそれぞれ0.3%と33%であった.配合素地の生性状とし

ては乾燥強度が35kgf/CⅡf,I,300℃における焼成休の吸水率は0.14%,曲げ強度が792kgf/CⅢf,白

色度は74という結果を得た.また,食器や酒器などを鋳込み成形し所定の温度で焼成したところ,

肉眼的には若干灰色を帯びた磁器を試作することができた.
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